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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 14,235 19.1 △1,277 ― △1,094 ― △929 ―

2022年3月期第2四半期 11,951 △1.6 △2,229 ― △1,699 ― △1,851 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 △355.19 ―

2022年3月期第2四半期 △707.42 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 34,319 24,399 69.9

2022年3月期 33,778 25,382 73.9

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 24,005百万円 2022年3月期 24,973百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― ― ― 25.00 25.00

2023年3月期 ― ―

2023年3月期（予想） ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）2023年3月期の配当予想については、未定としております。

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,000 18.1 200 ― 350 ― 200 ― 76.43

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 3,146,000 株 2022年3月期 3,146,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 529,311 株 2022年3月期 529,095 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 2,616,811 株 2022年3月期2Q 2,617,135 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社と
してその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による行動制限が緩和され、社

会・経済活動の正常化が進み、個人消費を中心に持ち直しの動きがみられました。一方、原材料価格の上昇や急激

な円安、ウクライナ情勢の長期化などにより依然として不透明な状況が続いております。

道内の経済においても、観光需要や個人消費に持ち直しの動きが見られました。

このような経営環境の中、当第２四半期連結累計期間の業績は、コロナ禍の影響を引き続き受けており、旅客自

動車運送事業及び観光関連事業においては、依然としてコロナ禍前の水準を下回る状況となり、売上高は14,235百

万円（対前年同期比19.1％増）、営業損失は1,277百万円（前年同期は2,229百万円の営業損失）、経常損失は

1,094百万円（前年同期は1,699百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は929百万円（前年同期

は1,851百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となりました。

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

① 旅客自動車運送事業

　乗合運送事業は、行動制限が緩和される中で、輸送需要は回復の途上にあります。そのような中、事業計画につ

いては、需要に応じた路線や運行便数の見直しを行い運行効率を高めるとともに、コロナ禍の収束を見据えた経営

管理体制の見直し方針のもとで、全般的な費用の削減に取り組んでおり、当第２四半期連結累計期間においては施

設の廃止を含めた運用の見直しなどを行いました。

貸切運送事業は、修学旅行の受注が好調に推移しました。

この結果、旅客自動車運送事業全体として、輸送人員が増加したことなどにより、売上高は7,741百万円（対前

年同期比24.2％増）となりましたが、コロナ禍前を下回る水準にあり、1,149百万円の営業損失（前年同期は2,038

百万円の営業損失）となりました。

② 建設業

建設業は、道内の公共投資が底堅く推移し、民間設備投資が緩やかに持ち直す中、受注高、完成工事高ともに増

加しました。

この結果、売上高は4,319百万円（対前年同期比20.6％増）、第２四半期連結累計期間においては管理費用を賄

えず、91百万円の営業損失（前年同期は105百万円の営業損失）となりました。

③ 清掃業・警備業

清掃業・警備業は、新規物件を受注したことなどにより増収となりました。

この結果、売上高は1,556百万円（対前年同期比3.9％増）、外注費の増加などにより営業利益は104百万円（同

1.2％減）となりました。

④ 不動産事業

不動産事業は、前年同期並みの売上高を確保しました。

この結果、売上高は387百万円（対前年同期比0.8％減）、修繕費の増加などにより営業利益は143百万円（同

16.8％減）となりました。

⑤ 観光関連事業

観光関連事業は、行動制限が緩和される中で、観光需要は回復の途上にあります。

ニセコアンヌプリ国際スキー場は、前年同期に比べ、春スキー客や夏期のゴンドラ利用客が増加しました。

小樽天狗山スキー場は、新規のアクティビティとして、空中に張られたワイヤーロープを滑り降りる「ジップラ

イン」や、熱気球の体験乗車を開始したことなどにより、前年同期に比べ、利用客は増加しました。

ニセコ温泉郷「いこいの湯宿いろは」は、どうみん割事業への参加や修学旅行の受入れなどにより、前年同期に

比べ、利用客は増加しました。

砂川ハイウェイオアシス館は、集客イベントの開催や団体客の受入れなどにより、前年同期に比べ、利用客は増

加しました。

ワイン＆カフェレストラン「小樽バイン」は、メニューの見直しなどを行い、また、旅行業は、北海道遺産を巡

るバスツアーなどを実施し、増収に努めました。

この結果、観光関連事業全体として、コロナ禍前を下回る水準にあり、売上高は575百万円（対前年同期比

86.8％増）、261百万円の営業損失（前年同期は411百万円の営業損失）となりました。

なお、当セグメントは、スキー場の営業が冬期間中心であるため、第４四半期の売上高が他の四半期に比べて高

くなる季節的変動があります。
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⑥ その他の事業

介護福祉事業は、介護サービスの取扱いなどが減少しました。自動車教習所は、入校生が減少しました。公衆

浴場や飲食店は、前年同期に比べ、利用客は増加しました。物品販売業は、商品の取扱いが増加しました。

この結果、売上高は1,063百万円（対前年同期比2.4％増）、営業利益は1百万円（同95.6％減）となりました。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
（2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,772,529 6,946,748

受取手形、売掛金及び契約資産 4,021,851 3,659,261

有価証券 1,950,000 2,150,154

商品 30,081 53,298

原材料及び貯蔵品 165,395 170,804

未成工事支出金 31,942 284,555

その他 354,198 181,037

貸倒引当金 △3,536 △3,685

流動資産合計 12,322,462 13,442,175

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 20,519,267 20,543,845

減価償却累計額 △16,222,627 △16,288,672

建物及び構築物（純額） 4,296,640 4,255,173

車両運搬具 27,144,655 27,205,316

減価償却累計額 △23,663,536 △24,134,801

車両運搬具（純額） 3,481,119 3,070,514

土地 9,713,604 9,691,905

その他 4,767,009 4,846,422

減価償却累計額 △4,229,763 △4,257,777

その他（純額） 537,245 588,644

有形固定資産合計 18,028,610 17,606,237

無形固定資産 147,152 130,321

投資その他の資産

投資有価証券 2,781,592 2,675,200

その他 519,813 486,512

貸倒引当金 △21,459 △20,471

投資その他の資産合計 3,279,947 3,141,242

固定資産合計 21,455,710 20,877,801

資産合計 33,778,172 34,319,976

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
（2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,705,440 2,566,035

未払法人税等 127,388 113,987

賞与引当金 218,614 260,572

災害損失引当金 309,600 196,325

その他の引当金 2,782 1,449

その他 2,148,747 2,984,503

流動負債合計 4,512,573 6,122,873

固定負債

退職給付に係る負債 2,709,927 2,663,533

役員退職慰労引当金 328,800 310,731

その他 844,424 823,622

固定負債合計 3,883,152 3,797,886

負債合計 8,395,725 9,920,760

純資産の部

株主資本

資本金 2,100,000 2,100,000

資本剰余金 759,341 759,341

利益剰余金 23,643,377 22,641,459

自己株式 △1,218,306 △1,219,014

株主資本合計 25,284,412 24,281,787

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 85,010 66,004

退職給付に係る調整累計額 △396,031 △342,103

その他の包括利益累計額合計 △311,020 △276,098

非支配株主持分 409,054 393,528

純資産合計 25,382,446 24,399,216

負債純資産合計 33,778,172 34,319,976
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 11,951,274 14,235,055

売上原価 12,839,151 14,079,689

売上総利益又は売上総損失（△） △887,876 155,366

販売費及び一般管理費 1,341,613 1,432,586

営業損失（△） △2,229,489 △1,277,220

営業外収益

受取配当金 28,061 45,199

助成金収入 461,680 89,863

持分法による投資利益 11,474 15,906

その他 30,797 33,381

営業外収益合計 532,014 184,351

営業外費用

支払利息 75 80

支払手数料 1,553 1,434

その他 214 9

営業外費用合計 1,843 1,524

経常損失（△） △1,699,318 △1,094,394

特別利益

固定資産売却益 3,149 26,716

投資有価証券売却益 76,448 10,630

受取保険金 － 214,788

その他 － 52

特別利益合計 79,597 252,187

特別損失

固定資産除売却損 6,718 36,338

その他 1,833 1,114

特別損失合計 8,552 37,452

税金等調整前四半期純損失（△） △1,628,273 △879,659

法人税、住民税及び事業税 81,847 85,414

法人税等調整額 170,147 △21,180

法人税等合計 251,994 64,233

四半期純損失（△） △1,880,267 △943,893

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △28,867 △14,434

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,851,400 △929,458

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純損失（△） △1,880,267 △943,893

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △72,197 △23,557

退職給付に係る調整額 1,013 53,927

持分法適用会社に対する持分相当額 2,971 4,559

その他の包括利益合計 △68,213 34,929

四半期包括利益 △1,948,481 △908,963

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,919,500 △894,537

非支配株主に係る四半期包括利益 △28,980 △14,426

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（追加情報）

会計上の見積りに対する新型コロナウイルス感染症の影響

新型コロナウイルス感染症の収束時期等を含む仮定については、前連結会計年度の「(追加情報)会計上の見積

りに対する新型コロナウイルス感染症の影響」から重要な変更はありません。

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

旅客自動車
運送事業

建設業
清掃業・
警備業

不動産事業
観光関連

事業
その他の

事業
合計

売上高

外部顧客に対する
売上高

7,685,682 4,113,357 942,454 222,067 573,511 697,982 14,235,055 － 14,235,055

セグメント間の内部
売上高又は振替高

55,335 206,414 613,943 165,604 2,086 365,395 1,408,780 △1,408,780 －

計 7,741,018 4,319,771 1,556,398 387,671 575,598 1,063,377 15,643,836 △1,408,780 14,235,055

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

△1,149,318 △91,767 104,567 143,008 △261,733 1,388 △1,253,855 △23,365 △1,277,220

（セグメント情報）

当第２四半期連結累計期間(自　2022年４月１日　至　2022年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)１　セグメント利益又はセグメント損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益又はセグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しておりま

す。
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